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背景
情報システムではタグ付けによる情報の分類・検
索は一般的な方法である

StackOverflowでは質問に既存または新たなタグを
５つまで追加できる



タグ数と閲覧回数の関係性



質問に答えてもらうには？
タグの数による視認性の向上

タグの増加による「承認された」回答の増加

質問に対してより適切に

タグを付けられるようになるべき

→ タグを付けるための自動システムを構築



自動システムのメリット
５つ未満のタグを持つ既存の質問に

タグを付けられる

適切なタグを提案することにより

新規質問者の手助けができる

質問者が不適切なタグを

選択する傾向があるかどうか注意してくれる



アプローチ
主に３ステップ

質問をベクトルに変換

識別モデルの訓練

与えられた質問のタグを提案



質問をベクトルに変換
各質問を高次のベクトル空間に変換

質問テキストをトークン分割するため字句解析を
行う

トークン化後にストップワードを削除,
用語の重要度を測定するため

term	frequencyを使用する



識別モデルの訓練
トレーニングデータセット

StackOverflowにある100万件以上の質問

テストデータセット

タグごとにランダムで質問を選択

834個のタグ×20の質問

これらのデータを元にSVMで識別モデルを構築する



与えられた質問のタグを提案



与えられた質問のタグを提案



結果
３つのRQ

◦このモデルがどれくらい正確に各タグに対応し
ているか？

◦このシステムはある質問のタグをどれくらいうま
く提案できるか？

◦このモデルで欠けているタグを提案できるか？



このモデルがどれくらい正確に各タグに対応しているか？



このシステムはある質問のタグをどれくらいうまく
提案できるか？



このシステムはある質問のタグをどれくらいうまく
提案できるか？



このモデルで欠けているタグを提案できるか？

Title	“Disabling Holidays	in	a	Calendar”	



結論
タグの数が増えるにつれて、問題ごとの平均
ビュー数が徐々に増加し、受け入れられる回答が
得られる可能性が高くなる

識別モデルを使用したタギングシステムにより平
均68.47%の精度で新しい質問のタグを提案できた



今後の方針
正確性の向上の為手動調査による

モデルチューニング

タグとレスポンスの関係の探求



所感
提案タグが多すぎて数撃ちゃ当たるな感じがした

SVMPredictやfeatureVectorについてよくわからな
かった


